
1.創造の喜びを味わい，美術を好きになることは生涯学習の出発点です（松井一雄）

私は学校を訪問して，校長先生を初め，様々な先

生方とお話しする機会があります。そこでよく「私

は絵を描くのがダメですね」とか「美術はよくわか

らないので…」などと言われることがあります。

謙遜の意味の時もありますが，美術に苦手意識を

もっている方々も少なくないようです。本来，美術

は楽しいはずなのに，それを敬遠していることを残

念に思うとともに，中学校美術科に関わる一人とし

て，これまで何を指導してきたのかと責任を痛感し

ています。

実際，いろいろな学校の授業研究に参加しても，

用具の使い方など技法や知識を重視して，発想や構

想を引き出す面が弱いのではないかと思えることが

よくあります。

学習指導要領の教科の目標で特筆すべきは『創造

活動の喜び』や『美術科を愛好する心情』から『豊

かな情操を養う』ことが求められていることです。

小学校図画工作科でも同様に，『つくりだす喜びを

味わう～』と示されています。このような教科は，

他のどの校種，どの教科を見てもありません。中学

校美術科及び小学校図画工作科の教科として特色や

独自性であると考えます。

また，中学校美術科には，発想や構想したことを

表現するための技能について示したＡ表現 （３）が

あります。『創造活動の喜び』は，生徒自らが発想・

構想したことを具現化できたことにより，味わうこ
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とができると考えます。せっかく良い発想や構想を

しても思うように表現する技能がなければ，失望と

なって創造の喜びを味わうことはできません。作品

をつくりあげ，鑑賞によって美しさを感じ取った達

成感，充実感は自信や喜びにつながります。情操と

は，こうした心の活動を通して豊かになっていくと

考えています。

そのためには，創意工夫して表現するために必要

な材料・用具などの特色を学ぶとともに，計画性や

見通しをもって表現するための知識・技能の習得が

大きな意味をもってきます。

現代，美術の分野は多種・多様であり，限られた

授業時数でとても多くの分野を指導することは不可

能です。それでも，教科の目標は題材を教えること

でなく，生徒の情操を養うことを目指しています。

授業者には，日々の教育活動や研究を通して自身

の美術観やセンスを磨き，独創的で興味深い題材を

開発し，生徒の興味・関心・意欲を高めながら美術

の基礎を習得させていって欲しいと期待します。

こうした活動の積み重ね

により，美術を愛好する心

情が育ち，生涯学習の基礎

づくりを目指すことができ

ます。ここに，中学校美術

科の教科としての存在意義

があると考えます。
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Part １；『創造活動の喜びを味わう』ことの意義を考える



2.「様式」の不在，そして「造形遊び」から考える中学生の『美術を愛する心情』（大泉義一）

小学校図画工作科，中学校美術科では，それぞれ，

教科目標に『つくりだす喜び』，『美術を愛好する心

情』を掲げ，創造活動の喜びを味わうことが目指さ

れています。そしてこのことの実現により，生涯に

わたって美的な価値を大切にする情操を養うことが

できます。

ここでは，そのために，中学校美術科の学習指導

において何ができるのか，以下，２つの視点から考

えていきたいと思います。

まず１つ目の視点は，中学生という成長・発達の

段階が，Ｖ．ローウェンフェルドのいうところの「描

画の危機」真っ只中にあるということを鑑みること

です 1。つまり思春期にある中学生にとっては，描

画において「どのように描けばよいかわからない」

というように，自身の表現活動を描画技能と照らし

合わせて自己評価しており，自己達成が見込めない

場合は「私には才能がないのだ」と判断し，極端な

場合，表現することを“やめてしまう”のです。こ

の「危機」については，中学校美術科の学習指導に

とって永年にわたり懸案とされてきた命題でもあり

ます。

新井哲夫は，その「危機」の要因を次のように解

釈しています。思春期にさしかかる子どもは，表し

たい主題を表現するための方法としてそれまで納得

していた，いわゆる“子どもらしい表現（例えば児

童画）”を放棄するようになります。そして，社会

や美術文化との関係の中でそれが獲得し直されるに

至りながらも，未だそれが獲得し得ていない状態に

あるとしているのです。さらに新井は，そうした状

態を「様式の不在」であると定義しています 2。

それでは，その「様式の不在」を克服するための

方策は，どのように考えることができるのでしょう

か。「様式の不在」の要因が，子どもの成長・発達

にあるのならば，小学校における指導からヒントを

得ることが必要なのではないでしょうか。

例えば「造形遊び」です。小学校学習指導要領解

説には，「造形遊び」は次のように規定されています。

「 材料やその形や色などに働きかけることから始

まる」

「 身近にある自然物や人工の材料，その形や色の

特徴などから思い付いた造形活動」

「 材料に働きかけ，自分の感覚や行為などを通し

て形や色をとらえ，そこから生まれる自分なり

のイメージを基に」

以上の規定を見ていただくと，「造形遊び」が誤

解されがちな“ダイナミックな活動（でなければな

らない）”というイメージとはまた違ったとらえ方

が見えてきます。すなわち，あらかじめ「主題」を「発

想」し，それを実現するために「構想」するという

段階的な表現プロセスではなく，まずは「材料」を「操

作」するという「行為」を行いながら，試行錯誤的

に「主題」の「発想」と「構想」を行っていく表現

プロセスであるというとらえ方です。

ところで，先ほど紹介した「様式の不在」におけ

る「様式」とは，「知識・技能」であると考えられます。

表現においては，その「知識・技能」が自分が「表

したいこと」，つまり「主題」と結び付いているこ

とが必要です。ここにおいて先述した「危機」とは，

子どもが「表したい主題」と「表すための知識・技能」

との間に“ギャップ”がある場合に生じることがわ

かります。したがって，「主題」の「発想」とその

実現の道筋の「構想」，そして実現のために必要と

なる「知識・技能」とをできるだけ〈一体的・往還的〉

に扱った指導が望ましいことが見えてきます。

こうした指導の考え方は，中学校学習指導要領解

説（美術編）にも，「主題の発想」と「構想」の間に「材

料」や「行為」が位置付くこと，つまり，主題が曖

昧なままでも材料に触れ行為することから主題の発

想と構想を同時的・往還的に行うことへの配慮が示

されています。そしてそこでの“試行錯誤”の機会

が，「主題の発想」「構想」を深めると考えられてい

るのです。

ここで先ほど提示した「造形遊び」のとらえ方を



3.中学生の認知発達段階から考える『美術を愛する心情』（大泉義一）

２つ目の視点は，中学生という発達の特徴を鑑み

ることです。もちろん中学生といえども，学年，さ

らには生徒一人ひとりの持ち味によって，その発達

には大きな違いがあります。それでもなお全体的な

発達の特徴として，物事をより広い視野，高次な見

方でとらえようとする傾向が認められることも確か

であり，それはＪ．ピアジェのいう形式的操作が可

思い出してみてください。頭の中で考える前に材料

に触れ，それをいろいろと操作し行為する中で思い

付くことから主題を発想し，同時に表し方も材料操

作の試行錯誤の行為から構想していくような表現プ

ロセスです。こうした「造形遊び」的な表現プロセ

スの確保，そしてそのための学習指導が，中学生の「様

式の不在」を克服し，ひいては『美術を愛好する心情』

を育てるために必要なのではないでしょうか。

以下にその事例を紹介します。

①『絵の具の中の自分』（中学校第１学年）

この題材では，はじめに八つ切りの画用紙に絵の

具による様々なドローイングを試みます。そして何

枚も試みられた絵の具表現の画用紙の中から，自分

の思いに沿ったものを何枚か選びます。さらに，１

枚の画用紙の表現の中から，よいと思う部分をトリ

ミングして切り抜きます。そして，それら表現の断

片と自分の写真を台紙に組み合わせてコラージュす

ることで自分らしさを表現します。（図１）

能になるということでもあります。そしてそうした

傾向は，「美術」に対する考え方にも反映されるよ

うになります。ゆえに，中学校の，とりわけ最終段

階においては，こうした「美術」に対する高次な思

考を発揮させるような指導が「美術を愛好する心情」

を育くむことにつながるのではないでしょうか。

例えば，彼／彼女らは，「美術とは？」「美とは？」

②『○○くん／○○さんの日常』（中学校第２学年）

生徒たちは，自身の１週間の生活の中で身辺材

（気になるモノ，生活ごみなど）を集めます。次に，

画用紙にいろいろな感情をドローイングで表現しま

す。さらに木材を組み合わせて自分のお気に入りの

形のフレームをつくります。そして集めた身辺材と

ドローイング，フレームを，ペアを組んだ友人と交

換します。友人の集めた身辺材，ドローイングを，

友人のつくったフレームに貼り付けていくアセンブ

ラージュにより，友人の日常を表現します。（図２）

以上の題材では，「材料（の魅力）」と「（そこか

ら生じる）行為」が，主題の発想，その実現のため

の構想や技能を生みだす契機として位置付いていま

す。これは自己の表現を，材料との関わりから成立

させているのだといえ，このような「造形遊び」的

な表現プロセスが，中学生の主体的表現を引き出す

ための学習指導足り得るのではないかと考えられま

す。

▲ 図１『絵の具の中の自分』 ▲ 図２『○○くん／○○さんの日常』
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という問いに対しても，哲学的，形而上学的な思考

を行うことができるようになります。以下は，中学

校第３学年の生徒たちの「美術とは？」「美とは？」

という問いに対する考えです。

○…ぼくの考える「美」とは，人が見て初めて生ま

れるものではないかと思う。見る人が，この人

はどんなことを作品によって語りかけようとし

てるのかが理解でき，作者との「心」での関わ

りができてこそ，存在するものだと思う。（男子）

○…他人にバカにされようと，自分では「こうする

のが一番気持ちいい。これがいいのだ！」と思っ

ていれば，別にどーってことはない。美はいー

ねー。ストレス解消だよ。（女子）

○…日常生活を，より有意義で快適なものとする上

では，大変大きな役割を果たしているといえる。

ちょっと部屋の配色を変えたり，「でっぱり」を
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変えるだけで，その部屋から受ける印象や用途

が全然異なってくる。これから，美の役割が，ど

んどん大きくなるのではないか，と思う。（女子）

このように，中学生の考え方には，生涯にわたっ

て『美術を愛好する心情』につながる見方や考え方

が構築されつつあるのです。表現や鑑賞の活動を通

して，こうした彼／彼女らの思考を大切に育ててい

くことが，中学校の教師に何よりも求められている

のではないでしょうか。

Part ２では，横浜市における「カリキュラムに

よる一貫教育」の実践例を紹介いたします。

註
１ 　ヴィクター・ローウェンフェルド『美術による人間形
成ー創造的発達と精神的成長ー』黎明書房，1995 年
２ 　新井哲夫『中学校美術授業づくりの基礎基本』日本文
教出版，1996 年

「造形遊び」って
何？―最も根源

的な表現

上の２枚の写真は
、材料を基にした

造形遊びの活動で
す。左は低学

年で、机の上を中
心に簡単にできる

表現を工夫してい
ます。右は高学

年で、水の中での
様々な面白さ、美

しさを見付ける活
動です。子ども

たちは発達の段階
に応じ、自由に発想

し、楽しく活動を進
めています。

特に、低学年にお
ける造形遊びは、

今後の造形活動の
基礎になりま

す。学習指導要領
では、Ａ表現⑴に

造形遊びという言
葉が明記され、

具体的な活動とし
て「並べたり、つ

ないだり、積んだ
りするなど体全

体を働かせてつく
ること」と示され

ています。造形遊
びが求めている

ことは、子どもが
自分の感性に従い

、材料に出合い、
自分に合った方

法を見付けて思い
を表現していくこ

とにあります。特
に、表現の結果

としての作品がで
きることを求めて

いる訳ではありま
せん。例え技術

的な面が不十分で
も、自分の思いを

表現できる最も根
源的な方法なの

で、造形的な創造
活動の基礎づくり

に大きな意義があ
ると思います。
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〔第１学年及び第２
学年〕

１　目　標

　⑴ 進んで表したり
見たりする態度を育

てるとともに，つく

りだす喜びを味わうよ
うにする。

　⑵ 造形活動を楽し
み，豊かな発想をす

るなどして，体全

体の感覚や技能など
を働かせるようにする

。

　⑶ 身の回りの作品
などから，面白さや楽

しさを感じ取るよ

うにする。

２　内　容

　Ａ　表　現

　　⑴ 材料を基に造
形遊びをする活動を

通して，次の事

項を指導する。

　　　ア　 身近な自
然物や人工の材料

の形や色などを

基に思い付いてつく
ること。

　　　イ　 感覚や気
持ちを生かしながら楽

しくつくること。

　　　ウ　 並べたり
，つないだり，積んだり

するなど体全体

を働かせてつくること
。

　　⑵ 感じたことや
想像したことを絵や

立体，工作に表す

活動を通して，次の事
項を指導する。

　　　ア　 感じたこ
とや想像したことから

，表したいことを

見付けて表すこと。

　　　イ　 好きな色
を選んだり，いろいろ

な形をつくって楽

しんだりしながら表す
こと。

　　　ウ　 身近な材
料や扱いやすい用

具を手を働かせ

て使うとともに，表し方
を考えて表すこと。
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豊かな情操を
養うことをめざして！
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一貫教育の取り組みに向けて
平成25年10月28日（月）の朝日新聞に，全国で様々な形で進めら

れている小中一貫教育の実態を調査した記事が特集されていました。
紙面の都合で詳細は取り上げませんが，小中一貫教育の成果として，
いわゆる『中一ギャップ』や学校不適応がかなり解消されている等が
挙げられています。しかし，教育的視点からだけでなく，統廃合等実
務的な視点から進める状況もあるようです。例え，小中一貫校でなくとも，心身ともに大きく変化して成長する
年代にある児童・生徒の９年間の義務教育の在り方を考えた時，地域
にある区市町村立の小中学校が協力して，小中一貫教育を進めること
は重要な意義があると考えています。さらに，中学校を卒業して生徒
が青年期を迎える高等学校の年代を考慮すると，小中一貫教育だけで
なく，高等学校との一貫性を考えることも必要であると思います。こ
こでは，図画工作科・美術科に焦点を当てて，一貫教育の意義を考え
たいと思います。 

（松井一雄）
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■第１　目　標
　表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，美術の創造活動の喜びを味わい美術を愛好する心情を育てるとともに，感性を豊かにし，美術の基礎的な能力を伸ばし，美術文化についての理解を深め，豊かな情操を養う。■第２　各学年の目標及び内容〔第１学年〕
１　目　標
　⑴ 楽しく美術の活動に取り組み美術を愛好する心情を培い，心豊かな生活を創造していく意欲と態度を育てる。
　⑵ 対象を見つめ感じ取る力や想像力を高め，豊かに発想し構想する能力や形や色彩などによる表現の技能を身に付け，意図に応じて創意工夫し美しく表現する能力を育てる。　⑶ 自然の造形や美術作品などについての基礎的な理解や見方を広げ，美術文化に対する関心を高め，よさや美しさなどを味わう鑑賞の能力を育てる。

中学校学習指導要領

▲ ビリビリクロッキー－中学校２年－ ものを見る目の発想を変えて，描いてみたかった細部からどん
どん描いてみよう。個人だけでなく，グループで取り組む生徒た
ちも出てきた。

ところが小中一貫教育の実践の状況を考えると，基本的な理念や必
要性は理解できても，実践面ではなかなか円滑に進まないきらいが見
受けられます。教員と話して見ると，指導についての考え方等の面で，
言葉ではっきり言う訳ではありませんが，本音の部分で「小学校と中
学校では教育の文化が違うのだ」と言う意識を強く感じます。これは
自分の校種についてのプライドであると同時に，学校及び教員の閉鎖
性を表しているように思います。 

（松井一雄）

小中一貫教育についての教員の意識

▲ スタイロフォームオブジェ－中学校１年－ 形に切る，並べる，積むといった活動はもとより，各段に進歩し
た技術とあいまって，中学生らしい完成度の高い作品になった。
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「造形遊び」って何？―最も根源的な表現

上の２枚の写真は、材料を基にした造形遊びの活動です。左は低学

年で、机の上を中心に簡単にできる表現を工夫しています。右は高学

年で、水の中での様々な面白さ、美しさを見付ける活動です。子ども

たちは発達の段階に応じ、自由に発想し、楽しく活動を進めています。

特に、低学年における造形遊びは、今後の造形活動の基礎になりま

す。学習指導要領では、Ａ表現⑴に造形遊びという言葉が明記され、

具体的な活動として「並べたり、つないだり、積んだりするなど体全

体を働かせてつくること」と示されています。造形遊びが求めている

ことは、子どもが自分の感性に従い、材料に出合い、自分に合った方

法を見付けて思いを表現していくことにあります。特に、表現の結果

としての作品ができることを求めている訳ではありません。例え技術

的な面が不十分でも、自分の思いを表現できる最も根源的な方法なの

で、造形的な創造活動の基礎づくりに大きな意義があると思います。
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〔第１学年及び第２学年〕
１　目　標
　⑴ 進んで表したり見たりする態度を育てるとともに，つく
りだす喜びを味わうようにする。

　⑵ 造形活動を楽しみ，豊かな発想をするなどして，体全
体の感覚や技能などを働かせるようにする。

　⑶ 身の回りの作品などから，面白さや楽しさを感じ取るよ
うにする。

２　内　容
　Ａ　表　現
　　⑴ 材料を基に造形遊びをする活動を通して，次の事

項を指導する。
　　　ア　 身近な自然物や人工の材料の形や色などを

基に思い付いてつくること。
　　　イ　 感覚や気持ちを生かしながら楽しくつくること。
　　　ウ　 並べたり，つないだり，積んだりするなど体全体

を働かせてつくること。
　　⑵ 感じたことや想像したことを絵や立体，工作に表す

活動を通して，次の事項を指導する。
　　　ア　 感じたことや想像したことから，表したいことを

見付けて表すこと。
　　　イ　 好きな色を選んだり，いろいろな形をつくって楽

しんだりしながら表すこと。
　　　ウ　 身近な材料や扱いやすい用具を手を働かせ

て使うとともに，表し方を考えて表すこと。

次ページへ続く
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豊かな情操を
養うことをめざして！
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